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第三者評価結果（母子生活支援施設）

１　支援

第三
者

 
①

母親と子どもそれぞれの個別の課題に対応して、専門的支援を行ってい
る。

a

 
□母親と子どもがそれぞれ抱える個別の課題に対して、目的や目標を明確に
した合理的で計画的な一貫した専門的支援を行っている。

◯

 
□母親と子どもの課題を正しく理解し、できる限り、親子・家庭のあり方を重視
した支援を行っている。

◯

 
□母親と子どもが、自己の意思で課題を解決できるように個々の気持ちに寄り
添った支援を行っている。

◯

 
□資料等を使いながら、必要な手続きをわかりやすく説明し、必要に応じて職
員が機関等への同行及び代弁を行っている。

◯

 □専門的な支援を行うために、その支援に必要な資格や経験年数等を考慮し
た職員を配置している。

◯

① 入所に当たり、母親と子どもそれぞれの生活課題・ニーズを把握し、生
活の安定に向けた支援を行っている。 b

□母親と子どもが安心して施設を利用し、課題の解決に向かえるように、委託
機関等と連携して情報提供に努めている。

◯

□安心して施設の生活ができ、精神的に落ち着ける環境の提供、維持に努め ◯
□子どもが保育所・学校に速やかに入所・通学できるよう支援している。 ◯

・今回の第三者評価受審は、２回目受審（１回目は平成２２年）となっていますが、前回同様、母親と子
どもに対しては、法人の立講の精神「困っている人を見過ごさない」という「創立以来の理念･使命感」か
ら職員による「寄り添い」を中心に据えた施設運営となっています。特に、第１回目と比べて改善された
ことは、①利用者に対する「パソコンでのハードウエアを単体化し記録の一元化」が施設職員の情報の共
有化に有効に作用している（７台のパソコン端末からの記録のアクセスがデーターベースの記録へ蓄積さ
れ必要に応じて取り出せる）こと、②それに伴って、施設内外研修や諸会議が効率化されてきたこと、③
現場職員共通の「サービス提供マニュアル」や「実習生受け入れマニュアル等」の（前回受審時での）職
員同士の頭の中に描いている情報が文書化されていることなど、となっています。
・評価項目の施設経営面では、理念･方針が利用者や地域に対して前回同様周知の必要があり、中･長期計
画の策定では、「社会的養護の課題と将来像」に沿った考え方で文章化されていますが、単年度事業計画
との関連性の具体化が必要であり、自己評価の改善の取り組みに関しては、分析と取り組むべき課題の改
善策やその実施計画を立てた取り組みが必要となります。
・職員の資質の向上では、教育研修に関する「基本姿勢」の明示が必要となり、スーパービィジョン体制
づくりと経験年数の階層毎による研修体制が必要で、職員一人ひとりの教育研修に対する取り組みが重要
となります。
・地域交流では、各世帯が地域会員であり自治消防団組織も有り、子ども達は保育やキャンプ等の行事を
通した交流があります。大変にすばらしいことです。
・事故防止と安全対策は、事故･緊急時･夜間管理体制など万全の対策です。
・権利擁護については、母と子どもへの「寄り添い」等評価に値しますが、利用者間を取り巻く環境から
生ずる感情のズレをキャッチするアンテナとして職員によるニーズ把握が必要と思われます。
・いずれにしても、年毎の自己評価とその分析、改善への取り組み、３年後の受審を期待しています。

　当施設での第三者評価受審は平成２２年度に続いて２回目となります。総評にあるとおり前回から改善
されたと評価された項目もありますが、まだ分析や工夫、改善の必要のある項目が多く残っていました。
Ｃ評価の項目については、各項目ともそれぞれの部分の改善に取り組んで参りたいと考えております。
特に総評の権利擁護の部分については、「キャッチするアンテナ」が必要で、それを持った職員が分析・
ニーズ把握を行うという事が必要だと記述されております。一例ですが、それらを行うためには、感度の
良いアンテナを立てても受信部である職員が感知しなければ意味がありません。そのためには職員の人材
育成プランを立てて、スーパーバイズを行い・・・などと、支援を行うためにはいろいろな事が項目で連
動していることも分かりました。「質の高い支援を行うために」を職員で意思統一をして、今回の評価と
評価項目の意味を全職員で再度確認しつつ、改善を図って行きたいと考えております。
２回目の受審で前回との比較と、細部に渡って項目をチェック・評価して頂いた事に対して感謝申し上げ
ます。

種別

　　　　　　　　　　NPO法人秋田県福祉施設士会

名　　　称：

施設長氏名：
定　　　員：

評価結果確定日

U　 R　 L ：

（２）　入所初期の支援

第三者評価結果入力シート（母子生活支援施設）

開始日

所在地(都道府県)：　　　
所在地(市町村以下)：　　　
T　 E　 L ：

（１）  支援の基本
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□必要に応じて、生活用具・家財道具等の貸し出しを行っている。 ◯
□居室は、母親と子どもが生活するために必要な十分なスペースが確保され、
台所やトイレ、浴室が設置されるなど、プライバシーに配慮したものとなってい

◯

□身体に障害のある母親や子どもに対しても、安全に生活ができるようにバリ
アフリーに配慮している。

② 新しい生活環境に適応できるよう、精神的な安定をもたらす支援を行っ
ている。 a

□休日・夜間でも相談できるよう配慮し、不安・悩みの軽減、心の安定に向け
た相談支援を行い、必要に応じて専門機関と連携している。

◯

□入所直後は心理的に不安定になりやすいため、コミュニケーションに心が
け、心理面に十分配慮している。

◯

□施設を自分の居場所として実感できるよう、職員や入所者とのよりよい人間
関係の構築に向けて支援している。

◯

（特に評価が高い点、改善が求められる点）

第三
者

① 母親が、安定した家庭生活を営むために必要な支援を行っている。 a

□母親の生育歴、現在の生活スキル等を踏まえ、安定した生活に必要な基本
的な生活習慣の維持や獲得に向けて、衣食住の生活スキル向上への支援を

◯

□家庭の営みは、経験を通して反映されるため、経験に乏しい母親には、職員
と共に行うことで経験を補う等の支援を行っている。

◯

□健康に不安を持つ母親には、相談に応じたり、医療機関への受診を促したり
するとともに、栄養管理等の食生活への支援を行うなど、ニーズに応じた健康
管理のための支援を行っている。

◯

□入所前に適切な医療を受けられなかった母親や子どもには、既往歴等を確
認しながら適切な医療の受診を促している。

◯

□必要に応じて、衣服の清潔保持や入浴など、気持ちよく暮らすために必要な
衛生面への支援を行っている。

◯

□経済的に安定した生活を送るために、家計の管理、将来に向けた貯蓄等の
金銭管理の支援を行っている。

◯

□支援の必要性やニーズに応じて、家事・育児等、日常生活全般について、代
行や介助等の支援を行っている。

◯

② 母親の子育てのニーズに対応するとともに、子どもとの適切なかかわり
ができるよう支援している。 a

□母親の育児に関する不安や悩み等の発見に努め、その軽減に向けた相談
や助言、介助等を行うとともに、必要に応じて保育や学童保育の提供、保育所
へつなぐ等の支援を行っている。

◯

□母親の状況に応じ、子どもの保育所・学校等への送迎の支援を行っている。 ◯
□母親が病気の時には、母親の看病や子どもの保育等の支援を行っている。 ◯
□母親が子どもを客観的に理解できるように、発達段階や発達課題について
示し、適切な子育てやかかわりについてわかりやすく説明している。

◯

□虐待や不適切なかかわりを発見した時は職員が介入し、必要に応じて専門
機関との連携を行っている。

◯

□必要に応じて、子どもが通う保育所や学校と連携している。 ◯
③ 母親が安定した対人関係を築くための支援を行っている。 b

□母親が職員とつながっていることを実感できるよう、様々な場面で気軽に声
をかけたり、相談に応じるなどの取組を行っている。

◯

□対人関係を拒絶するような母親には、母親のペースに合わせた関係性の構
築に配慮を行っている。

◯

□施設を自分の居場所として感じられるように、母親どうしが集うための機会
や場を設け、交流を促すなどなど、関係づくりのための支援を行っている。

◯

□社会との関係をとることの難しさから対人関係にストレスを生じている場合
は、そのストレスの軽減が図られるよう、心理療法を行ったり相談に応じたりし
□施設内の他の母親や子どもとの間でトラブルが生じたときに、その関係性を
修復もしくは改善するための支援を行っている。

◯

① 健やかな子どもの育ちを保障するために、養育・保育に関する支援を
行っている。 a

□子どもの成長段階、発達段階に応じた養育支援を行っている。 ◯
□母親と子どもの関係を構築するための保育、保育所に入所できない子ども
の保育や早朝・夜間・休日等の保育、子どもの病気・けが等の際の保育、母親
が体調の悪いときの保育、母親のレスパイトのための保育等、ニーズに応じた
様々な施設内での保育支援を行っている。

◯

□放課後の子どもの生活の安定や活動を保障し、活動場所、プログラム等を
用意するとともに、日常生活上必要な知識や技術の伝達、遊びや行事等を

◯

□ＤＶを目撃した子どもを含め、被虐待児等や発達障害を含む様々な障害等
の特別な配慮が必要な子どもに対しては、必要に応じて個別に対応し、子ども
の状況に応じた支援を行っている。

◯

□母親のニーズや状況に応じて、保育所への送迎や通院の付き添いなどの支
援を行っている。

◯

（４）　子どもへの支援

（３）　母親への日常生活支援

・支援の基本については、アセスメントに基づき、自立支援計画、個別計画が策定され、個別の課題、家族とし
ての課題に対し、有資格職員が適切に配置されて共通認識で支援されています。利用者（母親と子ども）の生活
課題や目標に対し、入所者に説明と同意を得て、いわゆる、自己決定の支援を基本とした取り組みが行われてい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・入所初期
の支援では、新しい環境での生活に対する不安・戸惑いなどに対して、パンフレットや印刷物など必要な資料に
よる十分な説明があり、その後も常に相談可能な態勢に配慮しながら、また、施設内の住環境も図書室や学習室
等を整備していたり、ポスターや装飾を利用していたりと、一日も早い安心と安定した生活が送れるよう支援が
行われています。
・しかし、世帯の主体性を尊重した支援に努めていることは、理解できますが、入所者個々の様々な言動・内面
の変化に対応すること、例えば、集団の生活から利用者間の意識のすれ違い・感情的トラブルなど、場面観察な
どを通した、多くの「職員の気づき」により、利用者へのニーズの把握など、さらなる寄り添った積極的支援も
必要と考えられますので、今後の「寄り添いに関する考え方」の意味も検討してみてください。
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② 子どもが自立に必要な力を身につけるために、学習や進路、悩み等への
相談支援を行っている。

b

□落ち着いて学習に取り組める環境を整え、適切な学習支援を行い、学習の
習慣を身につけるとともに、学習への動機づけを図っている。
□安心して学校に通えるように、宿題、通学の準備等の学校生活に関する支
援を行っている。

◯

□自由に意見や要望等を表明できるよう信頼関係づくりに努め、日常生活の
子どもの表情や態度から、悩みや思いの理解に努めている。

◯

□進学への支援について、母親と子ども双方の意向をくみ取り、学校と連携し
て情報提供を行いながら、具体的な目標を定めている。
□進学や就職など、子どもの意向を尊重した進路への支援を行っている。
□学費の負担軽減のため、各種の奨学金や授業料の減免制度等の活用への
支援を行っている。

◯

□学習指導のために学習ボランティア等の協力を得ている。
③ 子どもに安らぎと心地よさを与えられるおとなとのかかわりや、子ども

どうしのつきあいに配慮して、人と人との関係づくりについて支援して
いる。

a

□母親以外のおとなにも受け入れられたり、甘えられたりする経験を増やし、
おとなとの信頼関係が構築できるよう支援している。

◯

□ボランティアや実習生など、様々なおとなとの出会いの機会を設け、多様な
価値観、生き方への理解をすすめている。

◯

□悪意や暴力のないおとなモデルを提供することで、おとなに信頼感を持てる
よう支援している。
□自分の気持ちをことばで適切に表現し相手に伝えることについて、日常生活
の中でその方法を意識的に伝え、その能力が向上するよう支援している。

◯

□集団活動やレクリエーション活動などのグループワークを積極的に取り入れ
て、子どもどうしの育ちあう力を活用し、個人の発達・成長や子どもどうしの関
係性を養うよう支援している。

◯

□自分自身を守るために必要な知識や、具体的な方法などの学習の機会を設
けている。

◯

④ 子どもの年齢・発達段階に応じて、性についての正しい知識を得る機会
を設け、思いやりの心を育む支援を行っている。 c

□性をタブー視せず、子どもの疑問や不安に正確な知識を持って応えている。
□職員間で性教育に関する知識や、性についてのあり方などの学習会を行っ
□年齢、発達段階に応じて、性についての正しい知識、関心が持てるよう支援
□年齢に応じた性教育のカリキュラムを用意し、正しい性知識を得る機会を設
□必要に応じて外部講師を招く等して、性教育のあり方について学習会などを
職員や子どもに対して実施している。

（特に評価が高い点、改善が求められる点）

第三
者

① 母親と子どもの緊急利用に適切に対応する体制を整備している。 b

□一般の入所手続きより優先して入所する「緊急入所（措置）」を実施してい
□２４時間の受け入れや広域利用など、広く母親と子どもの緊急利用を受け入
れている。
□ＤＶ防止法に基づく「一時保護委託入所」を実施している。 ◯
□ＤＶ防止法に基づく一時保護委託の依頼の場合は、速やかに受け入れを行
い、安心で安定した生活が営めるように体制を整えている。

◯

□自治体との契約に基づく「緊急一時保護」を実施している。 ◯
□役割分担と責任の所在を明確にし、配偶者暴力相談支援センター・警察署・
福祉事務所等との連絡調整体制を整えている。

◯

□被害者が施設で生活していることをＤＶ加害者に知られないように配慮を徹
底している。

◯

□緊急利用のための生活用品等を予め用意している。 ◯
② 母親と子どもの安全確保のために、ＤＶ防止法に基づく保護命令や支援

措置が必要な場合は、適切な情報提供と支援を行っている。 a

□保護命令制度や支援措置の活用について、情報提供を行うとともに、必要
に応じて法的手続きのための同行等の支援を行っている。

◯

□弁護士や法テラスの紹介や調停・裁判などへの同行等、さらに必要に応じて
代弁等の支援を行っている。

◯

□ＤＶ加害者に居所が知れ、危険が及ぶ可能性がある場合には、母親と子ど
もの意向を確認した上で、速やかに関係機関と連携し、保護命令の手続きや
他の施設への転居等の支援を行っている。

◯

③ 母親と子どもの安全確保を適切に行うために、必要な体制を整備してい
る。

a

（５）　ＤＶ被害からの回避・回復

〈母親への日常生活支援〉
・世帯を尊重した支援に配慮しながらも、精神的に不安定な母親、就労や子育てに不安や悩みのある母親に対し
真摯に向き合い寄り添い、いつでも相談可能な態勢となっています。
・健康管理を含め衣･食･住の基本的生活の支援や家計の管理の支援、将来の自立に向け、毎月の積立金の支援等
も行われています。
・アンケート結果でも、全体的満足度がたかく、職員等との良好な人間関係も伺われます。
〈子どもへの支援〉
・母親が安心して就労及び日常生活が送れるよう、早朝・夜間・休日の保育支援、帰宅後の学童保育が十分に支
援されています。学童児の学習（宿題が中心）についても、場所が確保され支援されています。
・毎週土曜日には、特別プログラム(みんなの広場)が用意され、児童会も兼ねながら、誕生会、おやつづくり、
社会見学、野外活動によるキャンプなど、積極的に参加できるように支援されています。
・低学年・高学年・中高生と、それぞれに意識調査票を用い実施しており、子ども達をより理解しようとしてい
る姿勢は評価できます。
・サービス提供マニュアル「サービス提供のための基準」は、作成されていますが、これらに対する職員側の手
順書、関わりに関する留意事項などの策定をもとめるとともに、これに基づいた更なるサービス向上（関わりの
共有）を目指して支援が行われることを希望しています。
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□安全確保を第一とした支援を行うため、職員による夜間の安全管理体制を
整えている。

◯

□子どもの安全を保障するため、区域外就学も含め、教育委員会等の関係機
関との連携を行っている。

◯

□夫等から子どもとの面会交流を求められた場合は、家庭問題情報センター
（ＦＰＩＣ）等の利用も含めて、母親と子どもの安全と安心を最優先にした支援を

◯

□夫等に居場所を発見されることや追跡のおそれへのおびえが見られる母親
や子どもに対して、外部との連絡・買い物・手続きのとり方、日常生活の代行
等、きめ細やかな対応ができる体制をとっている。

◯

□夫等に居場所を発見されるおそれがある場合には、母親と子どもの意思を
確認した上で、福祉事務所と連携して他施設へ移動するなどの体制が整って

◯

④ 心理的ケア等を実施し、ＤＶの影響からの回復を支援している。 b

□ＤＶについての正しい情報と知識を提供し、ＤＶ被害者の理解を促し、自己肯
定感を回復するための支援を行っている。

◯

□ＤＶから脱出することができたことを評価し、安心し安定した生活と幸せな未
来について、職員が一緒に考え支援することを伝えている。

◯

□心理療法を活用し、医師やカウンセラーと情報交換を行いながら、より適切
な支援を行っている。
□必要に応じて、自助グループや外部の支援団体等の紹介を行っている。

① 被虐待児に対しては虐待に関する専門性を持ってかかわり、虐待体験か
らの回復を支援している。 b

□暴力によらないコミュニケーションを用いるおとなのモデルを職員が示してい ◯
□子どもと個別に関わる機会を作り、職員に自分の思いや気持ちを話せる時
間を作っている。

◯

□子どもの権利条約による「生きる権利」「育つ権利」「守られる権利」「参加す
る権利」等について説明を行うとともに、それを保障するための支援を提供して

◯

□自分の存在がかけがえのない大切な存在であることを伝えながら、自己肯
定感や自尊心の形成に向けた支援を行っている。

◯

□医療機関や児童相談所などの関係機関と必要な情報の交換を行いながら、
より適切な支援を行っている。

◯

□心理専門職員によるカウンセリング等の専門的ケアを実施している。
□被虐待児に対する支援の専門性を高めるための職員研修等を行っている。 ◯

② 子どもの権利擁護を図るために、関係機関との連携を行っている。 a

□児童虐待の発生やその疑いがある場合は児童相談所に通報し、連携して対
応している。

◯

□被虐待児童に対しては、必要に応じて、心理判定や児童精神科医との相談
などの児童相談所機能を活用している。

◯

□必要に応じて、福祉事務所や保育所・学校・病院等と情報交換や連携を図り
対応している。

◯

（特に評価が高い点、改善が求められる点）

第三
者評

 ① 母親や子どもの家族関係の悩みや不安に対する相談・支援を行ってい
る。

b

 □母親の家族関係の悩みや不安を受け止め、相談に応じている。 ◯
 □子どもの家族関係の悩みや不安を受け止め、相談に応じている。 ◯

 
□母親と子どもの感情の行き違い、意見の相違がある場合や将来設計等が異
なる場合、それぞれの考えを尊重して相談に応じ、調整を行っている。

◯

 
□きょうだいの間に感情の行き違いや意見の相違がある場合、相談に応じ調
整を行っている。

◯

 □必要に応じて、父親や他の親族との関係調整を行っている。

 

①
障害や精神疾患のある母親や子ども、その他の配慮が必要な母親と子ど
もに対する支援を適切に行い、必要に応じて関係機関と連携している。

a

 
□福祉事務所や医療機関と連携し、利用可能な福祉サービス等を活用するた
めの支援を行っている。

◯

 □公的機関や就労先、保育所や学校等と連携した支援を行っている。 ◯

 
□精神疾患があり、心身状況に特別な配慮が必要な場合、同意を得て主治医
との連携のもと、通院同行、服薬管理等の療養に関する支援を行っている。

◯

 □障害や精神疾患がある場合や外国人の母親や子どもへは、必要に応じて公
的機関、就労先への各種手続きの支援を行ったり、保育所、学校等、他機関と
連携し情報やコミュニケーション確保の支援を行っている。

◯

（特に評価が高い点、改善が求められる点）

（７）　家族関係への支援

（８）　特別な配慮の必要な母親、子どもへの支援

（６）　子どもの虐待状況への対応

・母子生活支援施設の機能を活用し、「緊急一時保護」「一時保護委託入所」等の緊急入所への対応が実施され
ており、そのための個室も整備されております。
・関係機関への情報の提供、必要に応じては、法的手続きなどの同行・代弁支援等も実施されています。監視カ
メラも設置されており、安全確保の態勢も充実しています。
・虐待者からの、居場所や発見される事への不安・おびえなどで外出の出来ない利用者に対する買い物、代弁支
援、日常生活を送るための様々な必要な支援が行われています。
・しかし、被虐待者、子どもの精神的苦痛、保護と安全、居場所として生活するための基本的ルールなど、それ
ぞれの職員によって支援されていますが、今後の課題として、「心理担当職員」の配置と「保護に関するマニュ
アル」「安全管理マニュアル」の整備など、必要と思われるマニュアルの作成も併せて望みます。今後の課題と
して捉えましょう。

4 / 15 ページ



第三
者

① 日常生活への支援は、母親や子どもの主体性を尊重して行っている。

a

□母親や子どもの自尊心を大切にした支援を行い、自己肯定感が高まるよう
な支援を行っている。

◯

□母親や子どもの持っている強みに注目し、その主体性を尊重して、自立性、
責任感が高まるような支援を行っている。

◯

□母親や子どもの将来の夢や希望を聴き、自己実現に向けた支援を展開して ◯
□人は本来回復する力を持っているという視点に基づいた支援を行い、エンパ
ワーメントにつなげている。

◯

② 行事などのプログラムは、母親や子どもが参画しやすいように工夫し、
計画・実施している。 a

□母親や子どもが施設での生活を楽しめるような企画を用意している。 ◯
□プログラムは、母親や子どもの趣味や興味にあったものになるように、母親
や子どもの意見を反映している。

◯

□母親向けのプログラムでは、母親が安心して参加し楽しめるように、保育な
どのサポートを行っている。

◯

□子ども向けのプログラムでは、様々な体験を通して発達の支援につながるよ
うに、内容を工夫している。

◯

□家庭では体験しにくいスポーツやアウトドア体験等のプログラムを組んでい ◯
□母親や子どもの状況を考慮し、参加しやすいように内容・時間等を工夫して ◯
□母親と子どもの意見を取り入れた実施計画を策定し、その内容と目的を解り
やすく示し、選択（自己決定）により積極的に参加できるような支援をしている。

◯

□行事等の実施後に、振り返りと評価を行っている。 ◯

① 母親の職業能力開発や就労支援を適切に行っている。 a

□母親の心身の状況や能力に応じた就労支援を行っている。 ◯
□母親の適性や経験・希望に配慮した職場探し、職業能力開発についての相
談等の支援を行っている。

◯

□施設内外の就労支援のための講座・勉強会等に参加できるよう支援を行っ ◯
□資格取得や能力開発のための情報提供や支援を行っている。 ◯
□公共職業安定所以外にも、パートバンクや母子家庭等就業・自立支援セン
ター等、様々な機関を活用し、また必要に応じて、職場開拓を行い、求人案内
の情報提供を行っている。

◯

□職場や公共職業安定所等との連携や調整、同行支援を行っている。 ◯
□母親が安心して就労できるように施設内保育や学童保育などの保育支援を
行っている。

◯

□残業に対応した保育を行っている。 ◯
□休日出勤に対応した保育を行っている。 ◯
□就労のための、病後児保育を行っている。 ◯
□就労に対する不安に関して、必要に応じた助言等の支援を行っている。 ◯

② 就労継続が困難な母親への支援を行い、必要に応じて職場等との関係調
整を行っている。

a

□職場環境、人間関係に関する相談や助言など、個々に対応した幅広い支援
を行っている。

◯

□母親が望む場合、就労継続のために職場との関係調整を行っている。 ◯
□活用可能な就労支援制度を利用できるよう支援している ◯
□障害がある場合や外国人の母親の場合、その心身等の状態や意向に配慮
しながら、就労の継続に向けての支援を行っている。

◯

□就労継続が困難な母親を積極的に受け入れている。 ◯
□就労支援のための体制を構築している。 ◯
□必要に応じて福祉的就労の活用を図っている。 ◯

（特に評価が高い点、改善が求められる点）

第三
者

（10）　就労支援

・個別支援記録、日々の（日別）処遇から、それぞれのケースの課題に真剣に向き合い、自分達の意志で解決が
出来るよう支え、職員も又共通の認識を持って支援に取り組んでいます。
・「母の会」「児童会」等で意見希望など聞き、行事計画、企画、実施などによる参加態勢が可能となるよう配
慮しています。
・掲示板を活用し、ハローワーク等からの情報提供を行っており、また、母親が安心して就労出来るよう、学童
保育や休日保育、早朝・夜間保育、食事の提供等の支援が行われています。
・ただし、何らかの理由で、現在就労していない母親（６名）に対し、施設として具体的な対策の検討や見通し
など共有する必要があるでしょう。今後の課題として考えてみてください。

（９）　主体性を尊重した日常生活

（11）支援の継続性とアフターケア

・家族関係の不安や悩みについては、「相談室」がもうけられ、いつでも相談できる体制で、実施されていま
す。しかし、必ずしも相談が必要とされていない家族においても、職員は、今以上に利用者に対する「多くの気
づき」と傾聴、受容、共感の姿勢で、母親と子どもに「寄り添い」支援や、ニーズの発見に務めることを望みま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・特別配慮の必要な母
親、子どもの支援（心理的関わりを必要とする利用者）については、現状の施設職員での母と子どもの対応に
は、子どもの不登校など限界がある場合も考えられますので、今後も無理をせず、福祉事務所や医療機関、就労
先、保育所、学校機関と連携をとりながら、利用者（母親と子ども）が不利益を負うことが無いよう、例えば、
ボランティア等の社会的資源の活用なども考えられ、また、施設においては、心理療法など取り入れながらの職
員同士の学習会、研修会も必要となる事も考えられます。今後に向けて､様々な「見直し」選択肢を考えてみては
いかがでしょうか。
・いずれにしても、特別配慮の必要な母親と子どもの支援については、関係機関との情報の「見える化」が要求
されますので、情報の共有化が必要となるでしょう。
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① 施設の変更又は変更による受入れを行うに当たり、継続性に配慮した対
応を行っている。 b

□子どもの発達や生活の記録、アルバムの作成などを行い支援の継続性に活
用している。
□移行前の支援として、引き継ぎや申し送りの手順・文書等の内容をあらかじ
め定めている。
□施設の変更の際にはそれまでの記録や支援計画を基に必要な情報交換と
引き継ぎを行っている。

◯

□施設の変更後も、母親や子どもが相談できるように窓口や担当者等の取り
決めをしている。

◯

□変更による受入れの際には、前任の担当者から育ちの記録等の文書を使い
適切に引き継ぎを行っている。

◯

□他の社会的養護の施設と協議して連絡会や合同研修会を開催し、参加して
いる。

◯
② 母親と子どもが安定した生活を送ることができるよう、退所後の支援を

行っている。
b

□退所後の支援が効果的に行われるよう、退所後の支援計画を作成してい
□退所した地域で健康で安心して暮らすために、必要に応じて退所先の行政
機関、医療福祉、ボランティア・ＮＰＯ団体をはじめ、幅広い地域の関係機関や
団体とネットワークを形成し、母親と子どもが適切な支援が受けられるようにし
□退所した地域を担当する母子自立支援員や民生委員、児童委員等と連携し
□退所後も、電話や来所によって施設に相談できることを母親と子どもに説明
し、個々の状況に配慮しながら、生活や子育て等の相談や同行等必要な支援

◯

□退所後も、学童保育や学習支援、施設行事への招待等の支援を行ってい ◯
□必要に応じて退所先への訪問を行っている。

（特に評価が高い点、改善が求められる点）

２　自立支援計画、記録

第三
者

① 母親と子どもの心身の状況や、生活状況を把握するため、手順を定めて
アセスメントを行い、母親と子どもの個々の課題を具体的に明示してい
る。

b

□把握した母親と子どもの心身の状況や生活状況等の情報を、総合的に分
析、検討した課題を適切に把握し、施設が定めた統一した様式によって記録し

◯

□アセスメントの定期的見直しの時期と手順を定めている。 ◯
□部門を横断した様々な職種の関係職員（種別によって組織以外の関係者
も）が参加して、アセスメントに関する協議を実施している。

◯

□母親と子ども一人一人の具体的なニーズが明示されている。 ◯
□様式の中には、母親と子どもの強みや長所など伸ばすことも記載している。 ◯
□アセスメントは、母親と子どもの担当職員をはじめ、心理療法担当職員など
が参加するケース会議で合議して行っている。
□母親と子どもそれぞれ個別にアセスメントを行っている。
□アセスメントは、母親と子どもの担当職員をはじめ、心理療法担当職員など
が参加するケース会議で合議して行っている。

◯

② アセスメントに基づいて子ども一人一人の自立支援計画を策定するため
の体制を確立し、実際に機能させている。 a

□自立支援計画策定の責任者（基幹的職員等）を設置している。 ◯
□自立支援計画を策定するための部門を横断した様々な職種による関係職員
（種別によっては組織以外の関係者も）の合議、母親と子どもの意向把握を含
んだ手順を定めて実施している。

◯

□自立支援計画どおりに支援が行われていることを確認する仕組みが構築さ
れるとともに、機能している。

◯

□福祉事務所と援助方針等について打ち合わせ、自立支援計画に反映してい ◯
□策定した自立支援計画を福祉事務所に提出し、共有している。 ◯
□自立支援計画には、支援上の課題と、問題解決のための支援目標と、目標
達成のための具体的な支援内容・方法を定めている。

◯

□支援目標は、母親と子どもに理解できる目標として表現し、努力目標として
母親と子どもに説明し、合意と納得を得ている。

◯

③ 自立支援計画について、定期的に実施状況の振り返りや評価と計画の見
直しを行う手順を施設として定め、実施している。

b

□自立支援計画の見直しについて、見直しを行う時期、ケース会議の参加職
員、母親と子どもの意向把握を得るための手順等、施設として仕組みを定めて

◯

□見直しによって変更した自立支援計画の内容を、関係職員に周知する手順
を定めて実施している。

◯

□自立支援計画を緊急に変更する場合の仕組みを整備している。
□計画の見直し時には、支援方法を振り返り、自己評価し、支援の成果につい
て分析、検証し、専門性や技術の向上に努め、施設全体の支援の向上に反映
させる仕組みを構築している。
□アセスメントと計画の評価・見直しは、少なくとも半年ごとに定期的に行い、
かつ緊急の見直しなど必要に応じて行っている。

① 母親と子ども一人一人の支援の実施状況を適切に記録している。

b

□自立支援計画に基づく支援が実施されていることを記録により確認すること ◯
□記録する職員で記録内容や書き方に差異が生じないように、記録要領の作
成や職員への指導などの工夫をしている。

・施設変更、又は受け入れ（入所）の際は、文書により、情報交換と引き継ぎが行われています。
・窓口や担当者を置き､フォロー態勢があり、退所後のアフターケアではやや消極的な印象（遠方所在地は？）を
受けますが、施設所在の近くの世帯に対しては、学童保育や学習支援、行事への招待等実施しています。
・行事や日常生活、保育などのスナップ写真については、提供しているようですが、ただ渡すだけではなく、発
達の成長記録として大切である旨説明し、思い出として「振り返り可能なアルバムの作成」を強く希望します。

（１）　アセスメントの実施と自立支援計画の策定

（２）　記録の作成と適正な管理
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□母親と子どもの強みや長所、あるいは発見などについて配慮しながら記録し
ている。

◯
② 母親と子ども等に関する記録の管理について、規程を定めるなど管理体

制を確立し、適切に管理を行っている。 b

□記録管理の責任者が設置されている。
□母親と子ども等の記録の保管、保存、廃棄に関する規程等を定めている。
□母親と子ども等から情報の開示を求められた場合に関する規程を定めてい
□記録の管理について個人情報保護と情報開示の観点から、職員に対し教育
や研修が行われている。
□職員は、個人情報保護法を理解し、遵守している。 ◯
□職員に守秘義務の遵守を周知している。 ◯

③ 母親と子ども等の状況等に関する情報を職員が共有するための具体的な
取組を行っている。 b

□施設における情報の流れが明確にされ、情報の分別や必要な情報が的確
に届くような仕組みが整備されている。

◯

□情報共有を目的として、ケース会議の定期的な開催等、部門横断での取組
がなされている。
□記録について、パソコンを利用している場合にはネットワークシステム等を利
用して、パソコンを利用していない場合には台帳が整備され、施設内で情報を
共有する仕組みを作っている。

◯

④ 日々の業務について支援内容を適切に記録し、支援の分析・検証や職員
間の情報共有に活用するとともに、説明責任を果たす取組を行ってい
る。

a

□母子支援員日誌等、職種ごとの記録を整備している。 ◯
□保育日誌等、事業ごとの記録を整備している。 ◯
□自立支援会議録等、会議ごとの記録を整備している。 ◯
□日直日誌を整備している。 ◯
□その他の必要な日誌・記録を整備している。 ◯
□これらの記録を活用して、情報の共有や支援の分析・検証をしている。 ◯

（特に評価が高い点、改善が求められる点）

３　権利擁護

第三
者

① 母親と子どもを尊重した支援についての基本姿勢を明示し、職員が共通
の理解を持つための取組を行っている。 b

□母親と子どもへの支援は、感情的でない受容的な態度で行い、その人格を
尊重することを基本としている。

◯

□施設長や職員が母親や子どもの権利擁護に関する施設内外の研修に参加
し、人権感覚を磨くことで、施設全体で権利擁護の姿勢を確立させている。

◯

□母親と子どもを尊重した姿勢を、個々の支援の標準的な実施方法等に反映
させている。

◯

□理念や基本方針に、子どもを尊重した支援の実施について明示している。 ◯
□母親と子どもの尊重や基本的人権への配慮について、施設で勉強会・研修
を実施している。

◯

□被措置児童等虐待防止について職員に周知徹底している。
② 社会的養護が、母親と子どもの最善の利益を目指して行われることを職

員が共通して理解し、日々の支援を行っている。 b

□母親と子どもの個性を尊重し、母親と子どもの希望や意見に可能な限り応え ◯
□日常生活の場面で、母親と子どもから意見を引き出せるよう取り組んでい ◯
□人権に配慮した支援を行うために、職員一人一人の職業倫理並びに職員と
しての職務及び責任の理解と自覚を持っている。

◯

□施設全体の質の向上を図るため、職員一人一人が、実践や研修を通じて専
門性を高めるとともに、実践の内容に関する職員の共通理解や意見交換を図
り、協働性を高めている。
□職員どうしの信頼関係とともに、職員と子ども及び職員と母親との信頼関係
を形成していく中で、常に自己研鑽に努め、喜びや意欲を持って支援に当たっ

◯

□母親や子どもの意向に沿うことが、結果として母親と子どもの利益につなが
らないこともあることを踏まえ、適切に支援している。

◯

□受容的・支持的なかかわりを基本としながら母親と子どもの状況に応じて適
切な対応ができるよう、常に母親と子どもの利益を考慮し真摯に向き合ってい

◯

□母親や子どもの希望に応えられない事柄については、その理由をその都度
母親や子どもに説明して、理解を求めている。

◯

③ 母親と子どものプライバシー保護に関する規程・マニュアル等を整備
し、職員に周知するための取組を行っている。 b

□母親と子どものプライバシー保護について、規程・マニュアル等の整備や、
施設・設備面での工夫等、組織として具体的に取り組んでいる。
□居室への立ち入り等が必要な場合の事前説明と本人の同意等について手
続きを定めて行っている。

◯

□母親と子どものプライバシー保護に関する基本的知識、社会福祉事業に携
わる者としての姿勢・意識、利用者のプライバシー保護に関する規程・マニュア
ル等について、職員に研修を実施している。
□規程・マニュアル等に基づいた支援が実施されている。

④ 母親と子どもの思想や信教の自由を保障している。 a

・アセスメントに基づいた、自立支援計画、個別支援計画等、担当職員と関係職員によって策定されています。
具体的な支援目標においては、母親と子どもにきちんと説明し、納得と同意を得た内容になっており評価できま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・日々の処遇記録等も分類され、
支援方法も明記され、経過が解り、反省、評価、課題なども記録され、定期的見直しも定められています。
・記録の管理では、保管場所が定められ、鍵のかかった書庫に保管されています。
・しかし、記録の保存・廃棄については、期限を明記すること、個人情報の保護及び情報開示等の観点から、電
子データー管理も含め、施設として明確な規定を定めることを求めます。

（１）　母親と子どもの尊重と最善の利益の考慮
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□施設において宗教的活動を強要していない。 ◯
□個別的な宗教活動は尊重している。 ◯
□母親と子どもの思想や信教の自由については、最大限に配慮し保障してい ◯
□母親の思想や信教によって、その子どもの権利が損なわれないよう配慮し
ている。

◯

① 母親と子どもの意向を把握する具体的な仕組みを整備し、その結果を踏
まえて、支援の内容の改善に向けた取組を行っている。 b

□母親と子どもの意向を把握する目的で、母親と子どもへの個別の相談面接
や聴取、母親と子どもとの懇談会を定期的に行っている。

◯

□母親と子どもの意向に関する調査の担当者・担当部署の設置や、把握した
結果を分析・検討するために、母親と子ども参画のもとで検討会議の設置等が
□分析・検討の結果に基づいて具体的な改善を行っている。

② 母親や子どもが、自分たちの生活全般について自主的に考える活動（施
設内の自治活動等）を推進し、施設における生活改善に向けて積極的に
取り組んでいる。

b

□子ども自身が自分たちの生活全般について、自主的・主体的な取組ができ
るような活動（施設内の自治会活動等）を実施している。

◯

□子どもが問題や課題について主体的に検討し、その上で取組、実行、評価
するといった内容を含んだ活動をしている。
□活動を通して、子どもの自己表現力、自律性、責任感などが育つよう必要な
支援をしている。

◯

□母親が自らの権利を学び、自主的に自分の生活を改善していく力を養える
よう支援している。

◯

□母親の自治会活動等を通して、母親の自己表現力、自律性、責任感などに
対する支援を行っている。

③ 施設が行う支援について事前に説明し、母親と子どもそれぞれが主体的
に選択（自己決定）できるよう支援している。 a

□施設が提供する支援内容について、理解できるようわかりやすい説明等を
工夫し、自己決定により主体的に活用できるように働きかけている。

◯

□母親と子どもの自己決定の重要性について職員全員が十分認識している。 ◯
□必要な情報を提供し、主体的な選択ができるようにしている。 ◯
□母親と子どもの決定が異なる場合には、必要な調整を行っている。 ◯
□常に母親と子どものニーズの把握をし、必要な情報やニーズに応じた支援メ
ニューを提供するよう努めている。

◯

（特に評価が高い点、改善が求められる点）

第三
者

① 母親と子ども等に対して、支援の内容を正しく理解できるような工夫を
行い、情報の提供を行っている。 a

□インターネットを利用して、施設を紹介したホームページを作成し公開してい ◯
□施設を紹介する資料は、言葉遣いや写真・図・絵の使用等で誰にでもわかる
ような内容にしている。

◯

□見学、体験入所、一日利用等の希望に対応している。 ◯
□施設の様子（内容）がわかりやすく紹介された印刷物等を作成し、希望があ
れば見学にも応じるなど支援の内容を正しく理解できるような工夫を行ってい

◯

□母親と子ども等、又は関係機関が入手しやすいパンフレットを福祉事務所に
置くなどの取組を行っている。

◯

□施設の機能、役割を正しく理解できるような工夫を行っている。 ◯
② 入所時に、施設で定めた様式に基づき支援の内容や施設での約束ごとに

ついて母親と子ども等にわかりやすく説明している。 a

□入所時に、支援の内容が具体的に記載された資料を用意して、母親と子ど
も等に説明している。

◯

□説明に当たっては、母親と子ども等が理解しやすいような工夫や配慮を行っ ◯
□施設の規則、面会や外泊などの約束ごとや生活上の留意点等についてわ
かりやすく説明している。

◯

□母親と子どもの不安を解消し施設生活を理解できるよう配慮し、担当者を決
めて適切な援助を行っている。

◯

□様々な支援の利用方法や施設のルール、個人情報の取扱いや設備の使用
法など、施設で生活を行う上で必要な情報をわかりやすく説明し、母親と子ども
が安心感を得られるように配慮している。

◯

□丁寧な説明をすることで、母親と子どもの不安を解消し、これからの生活に
展望が持てるよう配慮している。

◯

① 母親と子どもが相談したり意見を述べたい時に相談方法や相談相手を選
択できる環境を整備し、母親と子どもに伝えるための取組を行ってい
る。

b

□母親と子どもが、複数の相談方法や相談相手の中から自由に選べること
を、わかりやすく説明した文書を作成している。
□母親と子ども等に、その文書を配布している。
□母親と子ども等に十分に周知し、日常的に相談窓口を明確にした上で、内容
をわかりやすい場所に掲示している。
□相談や意見を述べやすいようなスペースに配慮している。 ◯
□母親と子どもが自由に意見を表明できるよう、母親、子どもと職員の関係づく
りに取り組んでいる。

◯

（２）　母親と子どもの意向や主体性の配慮

（４）　母親や子どもが意見や苦情を述べやすい環境

・白百合ホーム概要、事業計画書に、母子を尊重した支援の実施を明示し、毎月の職員会議で倫理綱領を斉唱し
ているので、職員は共通理解を持っています。
・母子のプライバシーに関する規程、マニュアルは整備されていないので、今後、作成を望みます（居室への立
ち入り等は、入所時に居室への見回りがあることを伝えています）。
・母子の意向を把握する為に、児童の意向調査（低学年用、高学年用、中高生用）と、母親に対しては年度末に
アンケートを実施しています。生活全般等について、児童の会、母の会でも、話し合いがなされ、生活改善を
図っています。

（３）　入所時の説明等
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□普段の母親と子どもの表情や態度からも気持ちや意見を読み取るように取
り組んでいる。

◯

□発達段階や能力によって十分に意思を表明することができない母親と子ども
に対して、職員が代弁者としての役割を果たすよう努めている。

◯

□日常生活の場面で、面接を実施し、母親と子どもから意見を引き出すよう取
り組んでいる。

◯

□すぐに対応することが難しいことについても、職員会議等で話し合う等の取
組を行っている。

◯

② 苦情解決の仕組みを確立し、母親と子ども等に周知する取組を行うとと
もに、苦情解決の仕組みを機能させている。 b

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦情受付担当者の設置、第三
者委員の設置）を整備している。

◯

□苦情解決の仕組みを説明した資料を母親と子ども等に配布、説明していると
ともに、わかりやすく説明した掲示物を掲示している。

◯

□母親と子ども等に対して、苦情記入カードの配布や匿名アンケート実施など
母親と子どもが苦情を申し出やすい工夫を行っている。
□苦情を受け付けて解決を図った記録が適切に保管されている。
□苦情への検討内容や対応策を、母親と子ども等に必ずフィードバックしてい ◯
□苦情を申し出た母親と子ども等に配慮した上で、苦情内容及び解決結果等
を公表している。

◯

③
母親と子ども等からの意見や苦情等に対して対応マニュアルを整備し、
迅速に対応している。

c

□意見や提案を受けた際の記録の方法や報告の手順、対応策の検討等につ
いて規定したマニュアルを整備している。
□対応マニュアルに沿った取組がなされており、意見や提案のあった母親と子
ども等には、検討に時間がかかる場合も状況を速やかに報告している。
□対応マニュアルの定期的な見直しを行っている。
□苦情や意見等を支援や施設運営の改善に反映している。
□母親と子どもの希望に応えられない場合は、その理由を説明して、理解を求
めている。

① いかなる場合においても、職員等による暴力や脅かし、人格的辱め、心
理的虐待、セクシャルハラスメントなどの不適切なかかわりが起こらな
いよう権利侵害を防止している。

c

□「就業規則」等の規程に、体罰の禁止や権利侵害の防止を明記している。 ◯
□不適切なかかわりの起こりやすい状況や場面について、具体的な例を示し
ながら、研修や話し合いを行い、職員による不適切なかかわりを行わないため
の支援技術を習得させている。
□不適切なかかわりの禁止を職員等に徹底するため、日常的に会議等で取り
上げ、行われていないことを確認している。
□不適切なかかわりがあった場合を想定し、施設長が職員と利用者の双方に
事実確認や原因の分析等を行うことや「就業規則」等の規程に基づいて厳正
に処分を行う仕組みがつくられている。
□施設長は、職員からの暴力や言葉による脅かしなどの不適切なかかわりが
発生した場合に対応するためのマニュアル等を整備し、規程に基づいて厳正

② いかなる場合においても、母親や子どもが、暴力や脅かし、人格を辱め
るような不適切な行為を行わないよう徹底している。 b

□不適切な行為の防止について、具体的な例を示して、母親と子どもに周知し
□不適切な行為に迅速に対応できるように、母親と子どもからの訴えやサイン
を見逃さないよう留意している。

◯

□不適切な行為の防止を徹底するため、日常的に会議等で取り上げ、行われ
ていないことの確認や職員体制の点検と改善を行っている。
□不適切な行為を伴わない人とのかかわりについて、母親や子どもに伝え、良
好な人間関係の構築を図っている。

③ 子どもに対する暴力や脅かし、人格を辱めるような不適切なかかわりの
防止と早期発見に取り組んでいる。 b

□不適切なかかわりに迅速に対応できるように、子どもからの訴えやサインを
見逃さないよう留意している。

◯

□子どもが自分自身を守るための知識・具体的方法について学習する機会を
設けている。
□不適切なかかわりを伴わない子育てについて母親に伝え、良好な親子関係
の構築を図っている。

◯

□常に親子関係の把握に努め、適切な助言や支援を行っている。 ◯
（特に評価が高い点、改善が求められる点）

４　事故防止と安全対策

第三
者

① 事故、感染症の発生時など緊急時の母親と子どもの安全確保のために、
組織として体制を整備し、機能させている。 b

□施設長は母親と子どもの安全確保の取組について、リーダーシップを発揮し ◯
□母親と子どもの安全確保に関する担当者・担当部署を設置し、その担当者
等を中心にして、関係職員の参画のもとで定期的に安全確保に関する検討会

◯

（５）　権利侵害への対応

・施設を紹介するホームページを作成したり、入所時に資料（生活のしおり）で支援の内容や生活全般、施設の
ルール等について、絵入りでわかりやすく説明しています。誓約書にはサイン、押印をもらっています。
・苦情解決の体制、仕組み、解決マニュアルが整備され、廊下に掲示されていますが、母子等からの意見、苦情
等に対するマニュアルは整備されていないので、マニュアル作成を望みます。
・就業規則（服務規律）に体罰禁止等が明記されていますが、具体的な取り組みがなされていません。不適切な
関わり防止等のマニュアル整備を望みます。
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□リスクの種類別に、責任と役割を明確にした管理体制が整備されている。
□事故発生対応マニュアル、衛生管理マニュアル等を作成して職員に周知し
ているとともに。マニュアル類は定期的に見直しを行っている。
□不審者の侵入等の緊急時の安全確保の体制が整備されている。 ◯
□施設周辺等における不審者等の情報について、日頃から地域や警察等の
関係機関と連携して、情報を速やかに把握できる体制をとっている。

◯

□母親と子どもが犯罪や事故の被害から自分を守るため、施設外での行動に
当たって遵守すべき事項について支援している。

② 災害時に対する母親と子どもの安全確保のための取組を行っている。
a

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・設備類の必要な対策を講じて ◯
□災害時の対応体制を整えている。 ◯
□母親と子ども及び職員の安否確認の方法が決められ、全職員に周知されて ◯
□食料や備品類などの備蓄リストを作成し、備蓄を進めている。 ◯
□地元の消防署、警察、自治会、消防団等と連携するなど工夫して訓練を実
施している。

◯

③ 母親と子どもの安全を脅かす事例を組織として収集し、要因分析と対応
策の検討を行い、母親と子どもの安全確保のためにリスクを把握し対策
を実施している。

b

□法令で定められるもののほか、安全対策の一環として建物設備や遊具等の
点検を行ったり、施設内外の危険箇所について把握している。

◯

□薬品、刃物、電気製品など危険物の収納管理など、事故を未然に防ぐため
の取組を組織的にしている。

◯

□母親と子どもの安全を脅かす事例の収集を、その仕組みを整備した上で実
施している。
□収集した事例について、職員の参画のもとで発生要因を分析し、未然防止
策を検討している。
□職員に対して、安全確保・事故防止に関する研修を行っている。
□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実効性について、定期的に評
価・見直しを行っている。
□災害や事故発生に備え、危険箇所の点検や避難訓練を実施している。 ◯
□外部からの不審者等の侵入防止のための対策や訓練など不測の事態に備
えて対応を図るとともに、地域の関係機関等と連携し、必要な協力が得られる

◯

④ 十分な夜間管理の体制を整備している。 a

□年間を通して２４時間体制で、職員による宿直が行われている。 ◯
□職員は複数体制で夜間管理を行っている。 ◯
□緊急時に備えて、夜間でも対応できる体制を構築している。 ◯
□夜間警備強化のため、防犯カメラやセンサー式照明等を設置している。 ◯
□警察や警備会社への緊急通報装置を設置している。 ◯
□不審者対策マニュアルを整備し、職員に周知している。 ◯
□職員の勤務シフトを工夫して、早朝・夜間の複数職員による勤務体制をとっ ◯
□休日や祝日は、職員による日直体制をとっている。 ◯

（特に評価が高い点、改善が求められる点）

５　関係機関連携・地域支援

第三
者

① 施設の役割や機能を達成するために必要となる社会資源を明確にし、児
童相談所など関係機関・団体の機能や連絡方法を体系的に明示し、その
情報を職員間で共有している。

a

□個々の母親と子どもの状況に対応できる社会資源を明示し、当該地域の関
係機関・団体について、その機関・団体との連携の必要性を含めたリストや資

◯

□職員会議で説明する等職員間で情報の共有化が図られている。 ◯
② 児童相談所等の関係機関等との連携を適切に行い、定期的な連携の機会

を確保し、具体的な取組や事例検討を行っている。 a

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行っている。 ◯
□地域の関係機関・団体とのネットワーク化に取り組んでいる。 ◯
□母親と子どもや家族の支援について、関係機関等と協働して取り組む体制
を確立している。

◯

□ネットワーク内で共通の問題に対して、解決に向けて協働して具体的な取組
を行っている。

◯

□関係機関・団体ネットワーク内での共通の課題に対して、ケース会議や情報
の共有等を行い、解決に向けて協働して具体的な取組を行っている。

◯

□福祉事務所と施設は母親と子どもの情報を相互に提供している。 ◯
□母親と子どもの支援について、福祉事務所、児童相談所、配偶者暴力相談
支援センター、保健所等の関係機関や団体とのネットワークを図り、協働して
取り組む体制を確立している。

◯

□要保護児童対策地域協議会、配偶者暴力対策地域協議会に参画し、地域
の社会的資源としての役割を果たし、相互の機能の共有化を図っている。

◯

① 母親と子どもと地域との交流を大切にし、交流を広げるための地域への
働きかけを行っている。 b

□地域とのかかわり方について基本的な考え方を文書化している。 ◯

（２）　地域社会への参加、交流の促進

（１）　関係機関との連携

・母子の安全確保の取り組みは、防災マニュアル（火災、地震、風水害）、感染症マニュアル等の見直しがなさ
れていないので、今後の取り組みを望みます。
・地域の関係機関等と連携し、毎年、防災会議で町内の方と研修（三角布の使い方、AEDの使い方等）や訓練を実
施しています。
・夜間管理体制として、緊急対応マニュアルに緊急一時保護（３件あり）、不審者対応（夜間パニックボタンを
携帯）等が整備されています（不審者対応訓練、夜間避難訓練等）。夜間１人勤務に関しては、防犯カメラ、警
察、警備会社への緊急通報装置を設置しています。
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□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、掲示板の利用等により母親と
子どもに提供している。

◯

□母親と子どもが地域の行事や活動に参加する際、必要があれば職員やボラ
ンティアが援助を行う体制が整っている。

◯

□施設や母親と子どもへの理解を得るため地域の人々と母親と子どもとの交
流会の機会を定期的に設けている。

◯

□施設の職員等が町内会や児童会等、地域の諸団体の役員等として活動し ◯
□法人や施設を支える会、後援会等を組織し、施設の支援の趣旨に賛同した
地域の人々から支えられている。
□母親と子どもの買い物や通院等日常的な活動についても、定型的でなく
個々の利用者のニーズに応じて、地域における社会資源を利用するよう推奨
□地域のボランティア活動の参加や、お祭りなど地域社会の活動へ参加を支
援している。

◯

□学校の友人等が施設へ遊びに来やすい環境作りを行っている。 ◯
② 施設が有する機能を地域に開放・提供する取組を積極的に行っている。 b

□育児に関する講習会や研修会、地域住民の生活に役立つ講演会等を開催
して、地域へ参加を呼びかけている。

◯

□地域へ向けて、理念や基本方針、施設で行っている活動等を説明した印刷
物や広報誌等を配布している。
□地域の人々の理解を得ることやコミュニケーションを活発にする取組を積極
的に行っている。
□育児相談窓口、子育て支援サークル等、地域ニーズに応じ住民が自由に参
加できる多様な支援活動を行っている。
□施設の集会室や学習室のスペースを開放するための規定を設け、施設とし
て入手できる情報等を提供し、地域社会に役立てている。

③ ボランティア受入れに対する基本姿勢を明確にし、受入れについての体
制を整備している。 b

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明文化している。
□ボランティア受入れについて、登録手続、ボランティアの配置、仕事内容、事
前説明等に関する項目が記載されたマニュアルを整備している。

◯

□ボランティアに対して必要な説明や研修を行っている。 ◯

① 地域の具体的な福祉ニーズを把握するための取組を積極的に行ってい
る。

b

□関係機関・団体との連携に基づき、具体的な福祉ニーズの把握に努めてい
□民生委員・児童委員等と定期的な会議を開催する等によって、具体的な福
祉ニーズの把握に努めている。
□地域住民に対する相談事業を実施すること等を通じて、具体的な福祉ニー
ズの把握に努めている。
□社会的養護の施設の責務を果たすべく、開かれた施設運営を行っている。 ◯

② 地域の福祉ニーズに基づき、施設の機能を活かして地域の子育てを支援
する事業や活動を行っている。 b

□把握した福祉ニーズに基づいて実施した具体的な事業・活動がある。
□把握した福祉ニーズに基づいた具体的な事業・活動を、中・長期計画や事業
計画の中に明示している。
□新たな事業・活動や企画の実施の時には、その利用者等に対して説明し、
その意向を尊重している。
□施設が有する専門性を活用し、地域の子育ての相談・助言や市町村の子育
て事業の協力している。

◯

□地域の里親支援、子育て支援等に取り組むなど、施設のソーシャルワーク
機能を活用し、地域の拠点となる取組を行っている。

◯

□相談援助を通じて情報の提供や関係機関の紹介を行い、内容によっては施
設の相談機能を活用している。

◯

□地域の保護者が一時的に児童の保育・養育が困難となった場合、ショートス
テイやトワイライトステイ、夜間保育などを自治体と連携して実施している。

◯

（特に評価が高い点、改善が求められる点）

６　職員の資質向上

第三
者

① 組織として職員の教育・研修に関する基本姿勢が明示されている。 c

□施設が目指す支援を実施するために、基本方針や中・長期計画の中に、組
織が職員に求める基本的姿勢や意識を明示している。
□現在実施している支援の内容や目標を踏まえて、基本方針や中・長期計画
の中に、施設が職員に求める専門性や専門資格を明示している。

② 職員一人一人について、基本姿勢に沿った教育・研修計画が策定され計
画に基づいて具体的な取組が行われている。 b

□職員一人一人について、基本姿勢に沿った教育・研修計画が策定されてい
□職員一人一人について、援助技術の水準、知識、専門資格の必要性などを
把握している。
□策定された教育・研修計画に基づき、実際に計画に従った教育・研修が実施
されている。

◯

□施設内外の研修を体系的、計画的に実施するなど、職員の自己研鑽に必要
な環境を確保している。

◯

・関係機関（福祉事務所、児相等）の連絡リストは事務室にあり、全職員が連絡できる体制にあります。
・地域との関わりで、利用者全員が町内会員になり（町内会の会合には代表者３名が参加）、行事等に参加でき
る体制になっています。施設主催事業のうち、町内の方が参加できるものには、積極的に呼びかけて（キャン
プ、陶芸、絵手紙教室等）、地域交流を図っています。今後、施設での活動等を説明した広報誌等を町内会へ配
布するよう希望します。
・地域支援では大館市の指定を受け、トワイライトスティ事業を実施しています。また、一時保育事業（現６０
世帯）を実施し、地域の子育て支援にも取り組んでいます。

（３）　地域支援
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□教育・研修計画には、新任職員研修も含め段階的な教育・研修が設定され
ている。③ 定期的に個別の教育・研修計画の評価・見直しを行い、次の研修計画に
反映させている。

b

□研修を終了した職員は、報告レポートを作成している。 ◯
□研修を終了した職員が、研修内容を報告会などで発表し、共有化する機会
を設けている。
□報告レポートや発表、当該職員の研修後の業務等によって、研修成果に関
する評価・分析を行っている。
□評価・分析された結果を次の研修計画に反映している。
□評価・分析された結果に基づいて、研修内容やカリキュラムの見直しを行っ
ている。④ スーパービジョンの体制をつくり、施設全体の支援の質を管理し、職員
の援助技術の向上を図っている。 b

□施設長、基幹的職員などのスーパーバイザーを適切に配置し、いつでも相
談でき体制を整えている。

◯

□スーパービジョンの時間の確保又は、カンファレンス等を活用したグループ
スーパービジョンの定期的な開催等が行われている。
□職員がひとりで問題を抱え込むことがないように、スーパーバイザーが適切
に職員を支援している。
□グループスーパービジョン等で職員相互が助言し合い、助け合うことを通じ
て、職員一人一人が援助技術を向上させ、施設全体の支援の質を向上させて
□施設の心理療法担当職員や外部の専門家による、専門的な見地からのコン
サルテーションを受ける機会を設けている。
□スーパービジョン担当職員の養成や資質の向上のための研修参加の機会
を設けている。

◯

（特に評価が高い点、改善が求められる点）

７　施設運営

第三
者

① 法人や施設の運営理念を明文化し、法人と施設の使命や役割が反映され
ている。 a

□法人・施設の運営理念が文書（事業計画等の法人・施設内文書や広報誌、
パンフレット等）に記載されている。

◯

□法人・施設の運営理念から、法人・施設が実施する社会的養護の内容や特
性を踏まえた法人・施設の使命や目指す方向、考え方を読み取ることができ

◯

□法人・施設の運営理念には運営指針を踏まえ、子どもの権利擁護の推進の
視点が盛り込まれ、施設の使命や方向、考え方が反映されている。

◯

② 法人や施設の運営理念に基づき、適切な内容の基本方針が明文化されて
いる。 a

□基本方針には運営指針を踏まえ、母親と子どもの権利擁護の推進の視点が
盛り込まれている。

◯

□基本方針には施設の役割や機能などが具体的に記載されている。 ◯
□基本方針が文書（事業計画等の法人・事業所内文書や広報誌、パンフレット
等）に記載されている。

◯

□基本方針は、法人・施設の運営理念との整合性が確保されている。 ◯
□基本方針は、職員の行動規範となるよう具体的な内容となっている。 ◯

③ 運営理念や基本方針を職員に配布するとともに、十分な理解を促すため
の取組を行っている。 b

□運営理念や基本方針を会議や研修において説明している。
□運営理念や基本方針の周知を目的とした実践テーマを設定して会議等で討
議の上で実行している。
□運営理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的な取組を行っている。 ◯

④ 運営理念や基本方針を母親と子ども等に配布するとともに、十分な理解
を促すための取組を行っている。 c

□運営理念や基本方針をわかりやすく説明した資料を作成する等、より理解し
やすいような工夫を行っている。
□障害のある母親と子どもに対しての周知の方法に工夫や配慮をしている。
□運営理念や基本方針を母親と子どもに資料をもとに説明している。
□運営理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的な取組を行っている。

① 施設の運営理念や基本方針の実現に向けた施設の中・長期計画が策定さ
れている。 b

□運営理念や基本方針あるいは質の高い支援の実現に向けた将来像や目標
（ビジョン）を明確にしている。

◯

□実施する社会的養護の支援の内容や、組織体制や設備の整備、職員体
制、人材育成等の現状分析を行い、課題や問題点を明らかにしている。
□中・長期計画は、課題や問題点の解決に向けた具体的な内容になってい
□中・長期計画に基づく取組を行っている。
□中・長期計画は必要に応じて見直しを行っている。

・職員の資質と専門職としての専門性を高める研修については、施設内におけるＯＪＴとして、毎日のミーティ
ングの他ケース研究や内部研修を行っております。外部研修では、全国母子生活支援職員研究大会、全国レベル
での研修会、ブロックレベル・県レベルでの研修会、連絡協議会、連絡会などの各関係機関が主催する研修会に
も積極的に参加し、報告レポートを作成し、報告もされています。
・しかし、「職員の資質の向上」に関する「職員一人一人の教育研修計画の策定」の具体的な取り組みが十分と
はいえず、組織として職員の教育研修に関する「基本姿勢」が曖昧にされており、はっきりと明示されていまぜ
んので、どちらかというと、現状の現場サービスを維持することの方に時間が割かれています。
・今後は、職員の資質の向上をめざし、組織としての「職員の教育・研修に関する基本姿勢」を明確にすると共
に、具体的な職員一人一人の目標を策定し、これに基づいた取り組みが行われるよう希望します。
・一方、基幹的職員（スーパーバイザー）の資格取得者がおりますので、組織体制を確立していくために、研修
の階層ごとに職員の勤務年数による目標を掲げ、教育・研修態勢の組織における体制の確立が必要になってくる
でしょう。
今後に期待したいものです。

（２）　中・長期的なビジョンと計画の策定

（１）　運営理念、基本方針の確立と周知
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□母親や子どもの支援を充実させ、地域の特性に応じた施設の役割・機能を
明確にしている。

◯

□専門的支援や地域支援の拠点機能を強化し、地域のひとり親家庭支援を行
う体制を充実させる内容になっている。

② 各年度の事業計画は、中・長期計画の内容を反映して策定されている。 b

□事業計画には、専門的支援、人材育成、地域支援等、中・長期計画の内容
を反映した各年度における事業内容が具体的に示されている。
□事業計画は、実行可能かどうか、具体的な活動や数値目標等を設定するこ
とによって実施状況の評価を行えるかどうかについて配慮がなされている。
□事業計画は、単なる「行事計画」になっていない。 ◯
□事業計画は、前年度の実施状況の把握や評価を踏まえて策定している。 ◯

③ 事業計画を、職員等の参画のもとで策定されるとともに、実施状況の把
握や評価・見直しが組織的に行われている。 b

□年度終了時はもとより、年度途中にあっても、あらかじめ定められた時期、手
順に基づいて事業計画の実施状況の把握、評価を行っている。
□評価の結果に基づいて各計画の見直しを行っている。 ◯
□一連の過程が一部の職員だけで行われていない。 ◯

④ 事業計画を職員に配布するとともに、十分な理解を促すための取組を
行っている。 b

□各計画を会議や研修において説明している。 ◯
□各計画をメールで配信したり、見やすい場所に掲示するなどの工夫を行って
□各計画をわかりやすく説明した資料を作成する等によって、より理解しやす
いような工夫を行っている。
□各計画の進捗状況を確認し、継続的な取組を行っている。

⑤ 事業計画を母親と子ども等に配布するとともに、十分な理解を促すため
の取組を行っている。 c

□母親と子ども等に各計画をわかりやすく説明した資料を作成する等によっ
て、より理解しやすいような工夫を行っている。
□各計画を母親と子どもに資料をもとに説明している。

（特に評価が高い点、改善が求められる点）

第三
者

① 施設長は、自らの役割と責任を職員に対して明らかにし、専門性に裏打
ちされた信念と組織内での信頼をもとにリーダーシップを発揮してい
る。

b

□施設長は、自らの役割と責任について、文書化するとともに、会議や研修に
おいて表明している。

◯

□施設長は、自らの役割と責任について、広報誌等に掲載して表明している。
□平常時のみならず、有事（災害・事故等）における施設長の役割と責任が明
確になっている。

◯

□施設長は、職員の模範となるよう自己研鑽に励み、専門性の向上に努めている。
② 施設長自ら、遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行い、組

織全体をリードしている。 b

□施設長は、法令遵守の観点での施設経営に関する研修や勉強会等に参加 ◯
□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野について遵守すべき法令等
を把握し、リスト化する等の取組を行っている。
□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を周知し、また遵守するための
具体的な取組を行っている。

③ 施設長は、支援の質の向上に意欲を持ち、組織としての取組に十分な指
導力を発揮している。 a

□施設長は、実施する支援の質の現状について定期的、継続的に評価・分析
を行っている。

◯

□施設長は、支援の質の向上について、職員の意見を取り入れるための具体
的な取組を行っている。

◯

□施設長は、支援の質に関する課題を把握し、改善のための具体的な取組を
明示して指導力を発揮している。

◯

□施設長は、支援の質の向上について組織内に具体的な体制を構築し、自ら
もその活動に積極的に参画している。

◯

④ 施設長は、経営や業務の効率化と改善に向けた取組に十分な指導力を発
揮している。 a

□施設長は、経営や業務の効率化と改善に向けて、人事、労務、財務等の面
から分析を行っている。

◯

□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向けて、人員配置、職員の働き
やすい環境整備等、具体的に取り組んでいる。

◯

□施設長は、上記について、組織内に同様の意識を形成するための取組を ◯
□施設長は、経営や業務の効率化や改善のために組織内に具体的な体制を
構築し、自らもその活動に積極的に参画している。

◯

（３）　施設長の責任とリーダーシップ

・理念、基本方針などは､事業計画書に詳しく明記され、理念と方針の整合性も確保されていますが、組織として
全職員一人一人に配布されてはいるものの、利用者・母親などには理念等に関することは、配布されておらず、
説明もされていないので、これらに対する今後の意識付けは、これからの課題として望みます。
・中長期計画については、長期的展望として、建物が２９年と経過していることから、１０年後を目標とした立
て替えを視野に入れている計画が有り、このことから財政面のストックが必要とされており、具体的金額は記入
されていないものの、毎年度、積み立てを実施していくことが記載されています。中期計画の項目では、利用者
に関することとして、今年度は「利用者支援マニュアル」を導入し、おおむね２～３年に１度実態に即した見直
しをしていくことが記載され、利用する対象者に併せたマニュアルに配慮していこうという姿勢が現れていま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・しかし、中長期計画に関する事柄
は、組織的取り組みと言うよりも、今の段階では、施設長の判断（２５年度事業計画の中の記載された長期･中期
計画から）にゆだねられていることから、各年度の具体的計画となっておらず、具体性を伴っていくためには、
職員研修も含めた今後の中長期計画としての「柱立ての取り組み」を併せて、期待することになります。
・具体性のある「中･長期計画」の策定は、今後の課題となるでしょう。
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① 施設運営をとりまく環境を的確に把握するための取組を行っている。 b

□社会的養護の動向について、具体的に把握するための方法を持っている。 ◯
□母親と子どもの数や母親と子どもの状況等について、施設が位置する地域
での特徴・変化等を把握している。

◯

□支援のニーズ、潜在的な保護を要する子どもに関するデータ等を収集してい ◯
□把握された情報やデータが、中・長期計画や各年度の事業計画に反映され
ている。② 運営状況を分析して課題を発見するとともに、改善に向けた取組を行っ
ている。 b

□定期的に支援のコスト分析や母親と子どもの数の推移、入所率等の分析を
行っている。

◯

□改善に向けた取組が、中・長期計画や各年度の事業計画に反映されてい
□運営状況や改善すべき課題について、職員に周知し、職員の意見を聞いた
り、職員同士の検討の場を設定する等、施設全体で取組を行っている。

③ 外部監査（外部の専門家による監査）を実施し、その結果に基づいた運
営改善が実施されている。 c

□事業規模に応じ、定期的に（2年あるいは5年に1回程度）、外部監査を受け
るよう努めている。
□外部監査の結果や公認会計士等による指導や指摘事項に基づいて、運営
改善を実施している。

（特に評価が高い点、改善が求められる点）

第三
者

① 施設が目標とする支援の質を確保するため、必要な人材や人員体制に関
する具体的なプランが確立しており、それに基づいた人事管理が実施さ
れている。

b

□必要な人材や人員体制に関する基本的な考え方や、人事管理に関する方
針が確立している。

◯

□社会福祉士等の有資格職員や心理職等の専門職の配置等、必要な人材や
人員体制について具体的なプランがある。

◯

□プランに基づいた人事管理が実施されている。 ◯
□各種加算職員の配置に積極的に取組、人員体制の充実に努めている。 ◯
□職員が、各職種の専門性や役割を理解し合い、互いに連携して組織として
支援に取り組む体制が確立している。

◯

□基幹的職員、心理療法担当職員等の機能を活かしている。
② 客観的な基準に基づき、定期的な人事考課が行われている。 c

□人事考課の目的や効果を正しく理解している。
□考課基準を職員に明確に示すことや、結果の職員へのフィードバック等の具
体的な方策によって客観性や透明性の確保が図られている。

③ 職員の就業状況や意向を定期的に把握し、必要があれば改善に取り組む
仕組みが構築されている。 b

□職員の有給休暇の消化率や時間外労働のデータ、疾病状況を定期的に
チェックしている。

◯

□把握した職員の意向・意見や就業状況チェックの結果を、分析・検討する担
当者や担当部署等を設置している。

◯

□分析した結果について、改善策を検討する仕組みがある。
□改善策については、人材や人員体制に関する具体的なプランに反映し実行
□定期的に職員との個別面接の機会を設ける等、職員が相談をしやすいよう
な組織内の工夫をしている。
□希望があれば職員が相談できるように、カウンセラーや専門家と連携してい
□困難なケースの抱え込みの防止や休息の確保などに取り組んでいる。 ◯

④ 職員処遇の充実を図るため、福利厚生や健康を維持するための取組を積
極的に行っている。 b

□職員の希望の聴取等をもとに、福利厚生センターへの加入等、総合的な福
利厚生事業を実施している。

◯

□職員の悩み相談窓口を組織内に設置し、又は、関係機関と連携して、解決
に向けた体制が整備されている。
□職員の心身の健康に留意し、定期的に健康診断を行っている。 ◯
□臨床心理士や精神科医などに職員が相談できる窓口を施設内外に確保す
るなど、職員のメンタルヘルスに留意している。

 
① 実習生の受入れと育成について、基本的な姿勢を明確にした体制を整備

し、効果的なプログラムを用意する等積極的な取組をしている。 a

 □実習生受入れに関する意義・方針を明文化している。 ◯

（５）　人事管理の体制整備

（４）　経営状況の把握

（６）　実習生の受入れ

・施設長のリーダーシップとしては、毎日の利用者の日々（日別）の記録を、利用者の訴え・確認、利用者の問
題の所在と現状把握、申し送り事項などの観点から､利用者への職員の情報の共有化として、「利用者に関する記
録の一元化」となるようパソコンによる「データペース」に取り込む方法で、７台のパソコン端末を利用した
ルールを、それぞれの職員に提供しています。このアイディアを導入していることによって、職員に関する利用
者情報の共有化はもちろんですが、効率的に職員勤務の情報の「インプット・アウトプット」が効率的になさ
れ、利用者に関する情報が日時に係わらず、時間の経過に沿って一覧化されて取り出せるようになっています
（年間のリースで導入）。
・この結果、利用者の記録が必要になったときや、ケース研究、支援会議での記録なとの時間的効率化がスピー
ディに図られるようになり、また、休日明け出勤職員の利用者に関する情報も即座に知ることが出来るように
なっており、施設の情報の職員間の効率化へと結びついています。
・施設長自身の取り組みとして、現場の実態がどうなっているか、という意味から宿直勤務、急な職員の有給休
暇の勤務補完も引き受ける場合も多く、このことから、利用者をはじめ職員を大切にしている事がうかがえま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一方、地元市内の施設利用者
はもちろんのこと、他県からのＤＶ被害者など広汎な地域の母親と子どもが利用しています。利用者に関する福
祉事務所等へのアピールとしては、電話連絡の他に、施設長の時々の訪問などで近くの関係機関に出向き見通し
などのニーズ把握に努めています。
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 □実習生受入れに関する意義・方針を会議等で職員に説明し、全職員が理解 ◯

 
□実習生の受入れについて、受入れについての連絡窓口、事前説明、オリエ
ンテーションの実施方法等の項目が記載されたマニュアルが整備されている。

◯

 
□受入れに当たっては、学校等との覚書を取り交わす等によって、実習におけ
る責任体制を明確にしている。

◯

 □実習指導者に対する研修を実施している。 ◯
 □実習内容全般を計画的に学べるようなプログラムを用意している。 ◯

 
□学校等と、実習内容について連携してプログラムを整備するとともに、実習
期間中においても継続的な連携を維持していくための工夫を行っている。

◯

 □学校等と連携しながら、実習内容全般を計画的に学べるプログラムを策定し
 □社会福祉士等の種別に配慮したプログラムを用意している。 ◯
（特に評価が高い点、改善が求められる点）

第三
者

① 支援について標準的な実施方法を文書化し、職員が共通の認識を持って
支援を行っている。 b

□標準的な実施方法を職員に周知し、共通の認識を持って一定の水準の支援
を行っている。

◯

□標準的な実施方法について、研修や個別の指導等によって職員に周知徹底
するための方策を講じている。

◯

□標準的な実施方法には、母親と子どもの尊重やプライバシー保護の姿勢が
明示されている。
□標準的な実施方法に基づいて実施されているかどうかを確認する仕組みが
□マニュアルは、母親と子どもの状態に応じて職員が個別に柔軟に対応できる
ものとしている。

② 標準的な実施方法について、定期的に検証し、必要な見直しを組織的に
実施できるよう仕組みを定め、検証・見直しを行っている。 c

□支援の標準的な実施方法の見直しに関する時期やその方法が施設で定め
られている。
□見直しの時期は、少なくとも１年に１回は検証し、必要な見直しを行う。
□標準的な実施方法の見直しに当たり、職員や母親と子ども等からの意見や
提案が反映されるような仕組みになっている。

① 施設運営や支援の内容について、自己評価、第三者評価等、定期的に評
価を行う体制を整備し、機能させている。 b

□評価に関する担当者・担当部署が設置されている。
□職員の参画による評価結果を分析・検討する場が、施設として定められ実行
されている。
□３年に１回以上第三者評価を受けるとともに、定められた評価基準に基づい
て、毎年自己評価を実施している。

◯

② 評価の結果を分析し、施設として取り組むべき課題を明確にし、改善策
や改善実施計画を立て実施している。 c

□職員の参画により評価結果の分析を行っている。
□分析した結果やそれに基づく課題が文書化されている。
□職員間で課題の共有化が図られている。
□評価結果から明確になった課題について、職員の参画のもとで改善策や改
善実施計画を策定する仕組みがある。
□改善策や改善実施計画の実施状況の評価を実施するとともに、必要に応じ
て計画の見直しを行っている。

（特に評価が高い点、改善が求められる点）

（８）　評価と改善の取組

（７）　標準的な実施方法の確立

・人事管理態勢については、母親との関わりで、特にバーンアウトに注意をしながら、利用者との「寄り添い」
を重点的にし、職員間の情報の共有化に努めています。
・母子支援員と児童支援員の要に社会福祉士（２名）、或いは経験豊富な職員（経験年数：２６年以上）を配置
しており、適材適所の運営に努めていることが窺えます。
・しかし、人材策の今後の改善の一つとしては、「心理担当職員」が配置されておらず（第三者評価受審は今回
で２回目ですが、１回目受審時に心理担当職員について配置可能との考え方を妥当として検討するとしていまし
たが、今回の第三者評価受審時でも施設が置かれている地域事情により人材発掘が困難としていましたが、更に
工夫した手立てを考えてみるということ）、該当となる利用者が存在しているものの、また、中期目標の計画に
記載されていることにより、今後の課題として期待しています。
・職員処遇（有給休暇の取得等やメンタルヘルス等）については、「積極的取り組み」とまではいきませんが、
組織運営において、職員自身の家庭における子育て・介護体制による、可能な範囲での取り組みが行われていま
す。しかし、今後とも、特定職員の有給休暇取得率が偏らないよう工夫した取り組みが必要でしょう。
・実習生受け入れに関しては、平成２４年度で１２名の資格実習があり、担当窓口、社会福祉士による適正なプ
ログラム及び実習生に対する配慮など、適正な実習として評価できます。　　・

・標準的な実施方法に関しては、「サービス提供のための基準」として、「保育に係わること」（３歳未満児・
以上児受け入れ、保育室内の利用、幼稚園の利用、病気の際の支援等）、「小学生に係わること」（保育時間・
給食・ホームでの提供する物・費用等）、「母親に係わること」（病気の支援・その他）、「入浴」（時間・方
法・費用等）、「負担金について」「ホームに関する備品物品故障・破壊した場合の対応」「当番」（清掃・町
内会役員・町内子ども会参加など）について、「貸出物品などに係わること」等々、こと細かな実施要領又は
サービス提供のための基準で作成されています。
・しかし、「サービス提供のための基準」に関する、これらの利用者に関わっていく職員の態度、配慮事項、留
意点など（職員の「振り返り」を促す意味で）項目を設けるなど、今後に期待したいと思います。職員一人一人
による日々の「振り返り」が必要になります。同時に、職員と利用者による「サービス提供のための基準」に関
する「見直し時期」など、併せて記載することを求めます。
・評価と改善の取り組みに関しては、３年に１回の第三者評価と自己評価が実施されています。今回の第三者評
価では、例えば、実習生受け入れのマニュアル・サービス提供のための基準など、文章化によるマニュアルが策
定されていることは、改善点として評価できます。
・しかし、組織として、職員会議等で、自己評価・アンケート結果の報告等なされていますが、今後にむけて、
職員の参画のもと、結果の分析、検討､更に継続した積極的な課題発見等の一連の取り組みに関しては、職員への
「見える化」となっていくよう希望したいものです。
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